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お
か
え
り
な
さ
い
高
橋
駿
選
手
！

ＦＣ東京バレーボールチーム所属
の高橋駿選手（写真左）をお招きし、
バレーボール教室を開催しました。
バレーボールを初めて体験した子
どもたちは興味津々で、高橋選手
の「今だ、打てっ！」の声に力いっ
ぱいボールを叩いていました。ア
タックが決まるとハイタッチして
子どもたちは大喜びの様子でした。
（詳しくは P4）



　

国
民
宿
舎「
通
潤
山
荘
」で
は
、今
年
か

ら
九
州
脊
梁
山
地
な
ど
を
活
用
し
た
専

門
ガ
イ
ド
付
き
の「
ブ
ナ
原
生
林
を
行
く

山
歩
き
」や「
蘇
陽
峡
カ
ヌ
ー
体
験
」な
ど

の
セ
ッ
ト
商
品
を
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち「
ブ
ナ
原
生
林
を
行
く
山
歩
き
」

に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

50
名
の
利
用
が
あ
り
、好
調
な
滑
り
出
し

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

九
州
脊
梁
山
地
の
植
生
は
、
標
高

1
0
0
0
ｍ
以
上
で
は
、
ブ
ナ
を
主

と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
が
、
標
高

1
0
0
0
ｍ
以
下
で
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ

ガ
シ
、
コ
ジ
イ
を
主
と
す
る
常
緑
広

葉
樹
林
が
中
心
で
、
急
傾
斜
地
に

は
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
林
が
モ
ザ
イ
ク
状

に
混
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
ブ
ナ

は
、
湿
性
タ
イ
プ
の
ブ
ナ
林
と
し
て

は
日
本
最
大
規
模
の
も
の
が
山
頂
域

に
発
達
し
て
い
ま
す
。

　

山
頂
付
近
に
は
、樹
齢
2
0
0
年
以
上

の
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、モ
ミ
、の
巨
木
が
あ

り
、森
林
浴
と
共
に
豊
か
な
植
生
を
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、山
歩
き
の

ル
ー
ト
と
な
る
山
の
稜
線
は
、比
較
的
な

だ
ら
か
で
す
か
ら
、初
心
者
で
も
安
心
し

て
歩
け
ま
す
。「
春
の
新
緑
」「
夏
の
花
」「
秋

の
紅
葉
」「
冬
の
樹
氷
」と
季
節
や
体
力
に

合
わ
せ
て
、
四
季
折
々
に
九
州
脊
梁
山
地

を
楽
し
め
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
、そ
の
価
値
を
認
識
し
て

い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、豊

か
な
自
然
の
積
極
的
な
保
全
と
有
効
な

活
用
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の一方
で
、九
州
脊
梁
山
地
に
は
危
険

な
箇
所
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま

す
。そ
の
安
全
対
策
と
し
て
①
登
山
マ

ナ
ー
や
安
全
な
登
山
に
つ
い
て
注
意
喚
起

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。②
ま
た
、道
迷

い
防
止
の
サ
イ
ン
を
登
山
ル
ー
ト
上
に
設

置
し
て
い
ま
す
。③
加
え
て
、登
山
の
安
全

確
保
に
関
す
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
山

都
警
察
署
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。さ
ら
に
、環

境
へ
の
配
慮
と
し
て
、微
生
物
で
排
泄
物

を
処
理
し
、環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い「
バ

イ
オ
ト
イ
レ
」を
、内
大
臣
林
道
沿
い
の
広

河
原
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

九
州
脊
梁
山
地
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
中
で
、健
康
増
進
の
た
め
に
も
、山
歩
き

を
、ぜ
ひ
、お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

YOU

YOU

96

＆

vol.

♥

通
信

〜
結
婚
相
談
員
の
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
〜

　

活
動
開
始
か
ら
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
」

　

今
年
度
の
結
婚
相
談
員
と
し
て
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
６
名
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
婚
相
談
員
の
仕
事
は
、
各
地
区
の
独
身
の
方
の
把
握
を
行
い
、
独
身
の
方

へ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
紹
介
や
、
登
録
希
望
者
を
募
る
等
の
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

婚
活
に
興
味
が
あ
る
独
身
の
方
の
紹
介
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
各
地
区
、
お

近
く
の
相
談
員
に
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
!!

　

相
談
員
と
共
に
今
年
度
も
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　

次
回
か
ら
、
結
婚
相
談
員
を
お
一
人
ず
つ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

町長室から 工 藤 秀 一
～山都町の明日を担う農業者にお話を聞きました～頑張る“わきゃもん”

山下　哲矢（御所）　　℡76-0530
松本　友幸（城平）　　℡72-0001
佐藤　敬二（小中竹）　℡82-2519
荒木　博道（須原）　　℡82-2682
栗屋　誉男（神ノ前）　℡83-0691
興梠　桃子（今）　　　℡83-0524

矢部地区

清和地区

蘇陽地区

連絡先

２列目（右から）山下哲矢相談員、松本友幸相談員、栗屋誉男相談員
１列目（右から）興梠桃子相談員、荒木博道相談員
※佐藤敬二相談員は欠席　このたび、上記の方々が総務大臣から行政相談委員に委嘱されました。行政相談委員は住民の皆様と

役所のパイプ役となるものです。要望やご意見などございましたら、お気軽にご相談下さい。相談は無料
で、秘密は堅く守られます。

今年度相談日の
日程です。

平成27年　6月　1日（月）（お知らせ版5月27日発行第234号にて掲載）
平成27年10月21日（水）午前10時～午後3時（行政相談週間中）
平成27年12月　1日（火）午前10時～午後3時

相談委員（澤　美江）
　　　場所：中央公民館

矢部
地区

相談委員（寺崎俊一郎）
　　　場所：清和総合支所

清和
地区

相談委員（篠田眞由美）
　　　場所：蘇陽総合支所

蘇陽
地区

お問い合わせ　：　総務課総務係　☎72ー1111

行政相談委員委嘱のお知らせ

左から、篠田眞由美さん（新任）、寺崎俊一郎さん（再任）、澤美江さん（新任）

　家族で米、トマトを中心に経
営しています。トマトを始めて
5年目に入りますが、天候の変
化や病害虫の対応に毎年苦労
しています。しかし、郷野原地
区は、トマト生産者が多く、先
輩方のご指導が大きな力と
なっています。
　今後、徐々に規模拡大し、よ
り質の高いトマトを作っていき
たいです。
　
☆松本龍德委員より一言
　非常に優秀な農業者で、と
てもよいトマトを作られていま
す。地域の若い担い手として、
これからも益々頑張ってくれる
ことを期待しています。　

　両親と、従業員1名で主に花
き（グラジオラス）、米を作り、
ライスセンターの経営も行っ
ています。父から経営を引き
継ぎ2年目になりました。
　これから、冬野菜の栽培を
安定させ収入を確保すると共
に、消費者へ安全で付加価値
の高い食品を届け、経営の成
長と魅力的な職場環境の両立
に努めたいと思っています。

☆立田義一委員より一言
　地域の中心となる農業経営
を、ご両親と一緒に頑張ってお
られます。藤本 光希さん

郷野原
２９歳　就農５年

甲斐 孝輔さん

菅尾
３９歳　就農８年
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平
成
27
年
５
月
16
日(

土)

に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、第
１
回
山
都
町
キ
ッ
ズ
バ
レ
ー
＆

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
中
央
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

現
在
、実
業
団
の
Ｆ
Ｃ
東
京
チ
ー
ム
に

所
属
さ
れ
Ｖ
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
な
ど
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
山
都
町
上
寺
出
身
の
高

橋
駿
選
手
を
指
導
者
と
し
て
お
招
き
し
ま

し
た
。当
日
は
、就
学
前
児
童
か
ら
一
般
の

大
人
ま
で
を
対
象
と
し
て
、当
初
見
込
ん

で
い
た
人
数
よ
り
大
幅
に
多
い
約
１
２
０

名
の
参
加
が
あ
り
、会
場
は
多
く
の
参
加

者
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
経
験

が
な
い
就
学
前
児
童
と
小
学
生
を
対
象

と
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
に
触
れ
て
体
を

動
か
す
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
を
学
ぶ
時
間
と

し
、
子
ど
も
た
ち
は
高
橋
選
手
に
や
り

方
を
教
わ
り
実
際
に
ボ
ー
ル
を
打
っ
て

み
た
り
、
オ
ー
バ
ー
ト
ス
で
繋
い
で
み

た
り
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
感
覚
を
つ
か

ん
で
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
ま
た

午
後
の
部
を
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
及
び
中

高
生
対
象
に
基
礎
や
応
用
の
時
間
と
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ー
で
重
要

な
こ
と
を
高
橋
選
手
自
ら
手
本
を
見
せ
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
さ
れ
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
最
後
の
高
校
生
と
の
ゲ
ー

ム
形
式
の
試
合
で
は
高
橋
選
手
が
巧
み

な
ト
ス
ワ
ー
ク
や
ネ
ッ
ト
プ
レ
ー
を
披
露

し
、
会
場
を
湧
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

実
業
団
で
活
躍
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
が
地
元
の
教
室
な
ど
で
指
導
さ
れ
る
機

会
は
め
っ
た
に
な
く
、
と
て
も
貴
重
な
機

会
で
あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
も
高
橋
選
手

の
プ
レ
ー
を
少
し
で
も
自
分
の
も
の
に
し

よ
う
と
熱
心
に
話
し
を
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
か
ら
も「
子

ど
も
も
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
し
た
」「
参

加
さ
せ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
の
意
見
を

多
く
い
た
だ
き
大
好
評
で
し
た
。

　

高
橋
選
手
の
恩
師
で
も
あ
る
上
益
城

郡
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
荒
木
宗
臣
副

会
長
は
学
生
時
代
の
高
橋
選
手
に
つ
い

て「
他
の
子
ど
も
た
ち
よ
り
も
バ
レ
ー
を

好
き
に
な
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
や
、
周

り
か
ら
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り

自
ら
進
ん
で
上
手
に
な
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
が
強
か
っ
た
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
主
催
で
あ
る
山
都
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
の
小
田
原
孝
也
会
長
は「
山

都
町
の
バ
レ
ー
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
全
日
本
レ
ベ
ル
で
活
躍
さ
れ
る

選
手
が
地
元
の
バ
レ
ー
教
室
で
指
導
さ

れ
る
こ
と
は
と
て
も
画
期
的
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
へ
の
意
欲
拡
大
・
人
材
育
成
に
繋

が
る
。
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

高
橋
選
手
に
感
謝
し
た
い
し
、
こ
れ
を

機
に
第
２
回
、
第
３
回
と
開
催
で
き
る

よ
う
協
会
と
し
て
も
努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
次
期
開
催
に
向
け
て
の
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　５月１７日に町内の中学校で体育大
会が開催されました。新学年になり練
習期間も短い中、クラス対抗リレーや
ダンス・マスゲームなど日ごろの練習
成果を発揮しました。

第 1回　山都町キッズバレー＆バレーボール教室
蘇
陽
中
学
校

清
和
中
学
校

矢
部
中
学
校

限
界
突
破　

〜
競
い
合
え 

勝
利
へ
の
道
〜

〜
輝
け 

挑
戦
者
達　

響
け 

笑
顔
と
涙
〜

〜
39
の
最
高
の
仲
間
と
と
も
に
〜

N
ever give up！

N
o pain,N

o gain

決着の時！決着の時！

山都魂こもるソーラン節山都魂こもるソーラン節山都魂こもるソーラン節

急げ急げ！急げ急げ！

「絶対に成功させるぞ！」「絶対に成功させるぞ！」

女子の熱き戦い女子の熱き戦い

「倒せ倒せ～！」「倒せ倒せ～！」

気迫の応援合戦気迫の応援合戦気迫の応援合戦

家族の絆家族の絆家族の絆

町内の中学校で
体育大会開催
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変更前の 119集約

変更後の 119集約

今までの 119番集約

119番通報

出動

119番通報
出動指示

蘇陽出張所

出動 出動

御船町・嘉島町・甲佐町からの
119番通報

御船町・嘉島町・甲佐町・山都町からの
119番通報

上益城消防署 山都消防署

山都町からの119番通報

４町からの通報を
指令センターで受付ます。

平成27年7月1日からの119番集約
上益城消防本部　高機能消防指令センター概略図

※指令員の配置は実際の人数とは異なります。

（お願い）統合型位置情報通知シ
ステムの導入により１１９番された
発信位置を表示しますが、携帯電
話は電波の影響で位置特定が困
難な場合があります。できるだけ
固定電話からの１１９番通報をお
願いします。

・加入電話、携帯・ＩＰ電話からの発信地表示が可能
・視覚、聴覚障がい者からのﾒｰﾙ、FAX対応可能
・消防救急デジタル無線運用

119番通報受付119番通報受付

デジタル無線はい。指令センターです！
火事ですか？救急ですか？

＜問い合わせ＞　上益城消防組合消防本部警防課　通信情報係　電話：０９６－２８２－１９６９
上益城消防組合消防本部警防課　通信情報係

上益城消防署
蘇陽出張所

各消防署・出張所への出動指令各消防署・出張所への出動指令

出動指令出動指令
出動指令出動指令 出動指令出動指令

山都警察署・署協議会だより

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref．kumamoto.jp/
管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警からのお知らせ等が掲載中です。

ＴＥＬ ７２－０１１０

犯罪・交通事故発生状況（山都町）

（　）内は平成２６年同時期の発生状況

事件・事故 平成２７年３月中
刑法犯

人身交通事故

1件　（1件）

3件　（2件）

 　採用予定数は、各警察署、警察本部などの警察施設で配布している受験案内・受験申込書又は
熊本県警察ホームページで確認してください。これからの熊本を背負い、県民の安全・安心を担う
人材を募集しています！　詳しい問い合わせや、ご質問等は「山都警察署総務係」までお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎７２－０１１０　内線２１１・２１２）

登山前の安全チェック
１　余裕のある計画を立てていますか。
２　登山届の提出は済んでいますか。
３　家族や知人に登山日程を連絡しましたか。
４　気象情報を確認しましたか。
５　地図、コンパス、ＧＰＳ等を準備していますか。
６　食料品、飲料水は余分に用意していますか。
７　雨合羽、ライト、携帯電話（予備電池も）、　
　　防寒具を携行していますか。

警察職員大募集！！警察職員大募集！！ 山岳遭難事故の防止
　気温も暖かくなり、登山シーズン到来となりま
したが、心配なのが山岳遭難事故です。山都
署管内でも毎年発生し、尊い命が失われていま
す。山岳遭難事故防止のため、登山に際しては、
下表記載のとおり、余裕ある計画、登山届の確
実な提出をお願いします。

※登山届については、警察署若しくは
　役場への提出をお願いします。

警察官B（男性・女性） 警察行政試験区分

願書配布

受付期間

受験資格

試験日

試験日

試験日

試験内容
合格発表

合格発表

合格発表

６月中旬 ６月中旬
8月1０日（月）～8月２8日（金）

※インターネットによる受付
8月1０日（月）～8月25日（火）

10月１8日（日）
教養・論文
10月中旬

８月下旬

9月27日（日）
教養・適性
10月上旬

11月中旬

11月14日（土）・11月15日（日）
11月21日（土）～11月２5日（水）

10月24日（土）体力
面接

8月1０日（月）～8月29日（金）
※インターネットによる受付

8月1０日（月）～8月25日（火）

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

第
３
次

試　

験

作文
10月31日（土）・11月1日（日）面接

●18歳～27歳の方（昭和63年4月2日～平成
10年4月1日生）。ただし、学校教育法による大
学（短期大学を除く）を卒業又は平成28年3月
末までに卒業見込みの方（人事委員会が同等
の資格があると認める方を含む）は受験でき
ません。

●18歳～21歳の方（平成6年４月２日～平成
10年４月１日生）。ただし、学校教育法による大
学（短期大学を除く）を卒業又は平成28年3月
末までに卒業見込みの方（人事委員会が同等
の資格があると認める方を含む）は受験でき
ません。

番のかけ方119
火災や救急などの緊急時に１１９番通報するときは次の要領で落ち着いて、はっきりと通報してください。

一般電話・公衆電話からかけるとき
「はい、１１９番です。火事ですか？救急ですか？」

場所はどこですか？

火災の場合
「火事です」

救急の場合
「救急です」

「山都町○○、○○番地、○○宅です。
住所がわからない時は、目標となる建物などを伝えましょう

「○○の付近です」「○○交差点です」

「○○が燃えています」

「けが人が○人います」 

【病人の場合】
・病人の名前
・性別・年齢・症状

【事故の場合】
・事故の状況
・けが人の数
・容態

「けがをした人はいますか？」
「逃げ遅れた人はいますか？」

「何が燃えていますか？」 「どうされましたか？」

「あなたのお名前、住所、電話番号は？」
※状況を確認するために電話をする場合があります。

携帯電話から
かけるとき

携帯電話からの１１９番通報では、上益城消防本部につながらないことがあります。別の消防本部につながったときは、１１９番の転送（つな
ぎ替え）が行われます。転送には時間がかかりますので、通話をきらずにお待ちください。※近くに固定電話があるときは、できるだけ固定
電話での通報をお願いします。直接上益城消防本部につながり、
場所の確認や出動がより早くできます。 【問】上益城消防組合消防本部警防課　通信情報係　℡096-282-1969

上益城消防本部からのお知らせです。
平成27年7月1日から管内の119番通報が消防本部
高機能消防指令センターで一括集約（通報受付）されます。
　消防本部管内４町（御船町・嘉島町・甲佐町・山都町）からの119番通報は、これまで所轄の消
防署（御船町・嘉島町・甲佐町は上益城消防署、山都町は山都消防署）でそれぞれ集約しておりま
したが、消防本部庁舎の新築移転に伴い、新庁舎３階の高機能消防指令センターで一括して集約さ
れることになりました。また、同センターには専属の指令員を配置し、最新のシステム運用のもと
24時間365日体制で管内住民の方からの119番通報に対応致します。

出動 出動 出動

※山都消防署からの防災無線定時放送は5月31日を持ちまして終了させて頂きます。

山都消防署山都消防署
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　４月９日に島木自治振興会で里山の新緑体験が行わ
れました。午前中は畑に里芋の種を植え、その後、木鷺野
地区の里山保全事業を活用した竹山でタケノコ堀りと山
菜採りが行われました。
　タケノコを一生懸命に鍬で掘り返したり、「これは何で
すか？」と目に止まる道端の草花の名称を質問されたり、
参加者は自然を満喫されていました。お昼には旧中島南
部小学校体育館で、自治振興会女性部が廃校施設の
給食室で作った山菜弁当が振舞われました。
　午後からは観音滝・うそご滝・福良滝と三箇所の滝め
ぐりが行われました。どの滝も素晴らしく、何といっても最
後の福良滝は迫力満点でした。雨の影響もあり、水の量
も多く、二手に分かれた滝が勢いよく流れる姿は圧巻でし
た。帰りには参加者へタケノコやお餅が配られ、「こんなに
たくさんいいんですか？」と喜んで帰られました。

　５月１日に浜町保育園で尚絅短大生を受け入れ、山都
町の保育園が自然環境の中でどのようにして子どもたちに
学ばせているか研修に来られました。
　今回の尚絅短大生の受け入れは初めてであり、浜町保
育園の園長先生は「カリキュラムではなく、子どもを主体と
することで学力保障につながる、そのことを日々の保育の
中で大切にしていきたい。」とおっしゃっていました。
　また、尚絅短大の先生は「山都町の公立保育園はすご
い。最近では園庭が無い保育園があるが、子どもたちの
遊びから学ぶことを大切にしている。自然環境に触れ、物
体を手にすることで体験から学ぶことも大切。本能のまま
に遊ぶことは大事。」とおっしゃいました。

　５月25日、馬見原東部老人会と蘇陽南小学校の児童
で田植え体験が行われました。世代間交流の一環とし
て毎年実施されています。今年も５年生13名が馬見原
地区の田んぼを借りて実施しました。はじめは慣れない
手つきで田植えをしていましたが、時間が経つにつれて
上手に植え終わりました。
田植え後に児童からは
「手で植えるのは大変
だった。」や「早く収穫
がしたい。」といった感
想が出ました。また、古
川会長からは「最初は
不安でしたが、どんどん
上手になっていったの
で安心しました。」と述
べられました。

　第１５回を迎えた成人式大賞において、今年も山都町
が「成人式努力賞」を受賞しました。
　成人式大賞とは、全国から創意工夫を凝らした新成人
の若者たちの苦心の成果の成人式を公募し、優れた成
人式の創造と普及の促進を目的として毎年開催されてい
ます。実行委員会が企画・運営した山都町成人式（１月４
日開催）が、新しい手法での地域活性化にも資する有意
義な成人式が創られたと評価され、全国から応募のあっ
た９８件の中から、見事努力賞を受賞しました。

　５月５日「こどもの日」に田小野子供会発足30周年を記念
式典が田小野コミュニティセンターで開催されました。
　田小野子供会は昭和59年度に「子供会後援組織」として
発足し30年を迎え、地域の子どもが少なくなっていく中、現在
まで、約120名を超える子どもたちが活動をされてきました。
当日、子供会から「田小野子供太鼓」が２曲披露されました。
小・中学生14名の力強い演奏に地域の皆さんが真剣に聞き
入っていました。子供会の卒業生を代表して当時の思い出を3
名の方が発表されました。「子供会活動を紹介する新聞を作
り東京へ行った思い出」や、「親になって分かった田小野のよ
うにいつでも子どもを守ってくれる地域の存在」、「よその子
もわが子も地域の子」と思いを語られました。また、地区の女
性のみなさんの祝いのダンスも大いに盛り上がりました。

実行委員メンバー　吉岡慈音さん、下田大陸さん

まちの話題
島木自治振興会主催の
「里山の新緑を体験しませんか！！」
　　　　～山菜採りと、滝めぐり～

尚絅短大生ゼミ受け入れ

世代間交流　田植え体験

成人式大賞２０１５ 努力賞 受賞

　５月２日に中島の製茶工場前でお茶の普及のため
にお茶カフェが開催されました。
　お茶カフェは今回で3回目の実施になり前回から
有機農会と一緒に開催しています。今年も新茶を提
供され、また、手作りの大福などたくさんの料理を振
舞われていました。来られた方々は大変おいしいと喜
ばれていました。

　５月２日に小一領神社で山都町茶振興会による献
茶祭がとり行われました。献茶祭はその年のお茶の豊
作や、全国茶品評会での好成績の祈願をしました。
　最近はお茶の需要が減っており、昨年から阿蘇山
噴火による火山灰の影響もあって厳しい状況ではあ
りますが、山都町の自然環境で生産されるお茶は全
国的にも評価が高いそうです。

お茶の繁栄を願って

お茶カフェ 献茶祭

　５月24日、道の駅通潤橋前で新茶まつりが開催
されました。今年はハイカラ市との同時開催という
こともあり通潤橋前広場では今年できた新茶の販
売や茶の手もみ体験にたくさんのお店も並びとて
もにぎわいました。ほかにも多彩なステージイベン
トなどで大変盛り上がりました。

新茶まつり

田小野子供会30年の歩み
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※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
7月8日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～）　馬見原保育園（午後1時30分～）　菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）　         蘇陽キッズ（午後3時15分～）
7月9日(木)   ブルーベリーの家（午前10時30分～）　蘇望苑（午前11時～）                       蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）              そよ風の里ほたる（午後2時15分～）　 はあとふる（午後3時～）
7月10日(金)   スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～） 　上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     大迫公民館（午後2時15分～）        菅尾公民館（午後2時45分～）　     まこと薬局駐車場（午後3時30分～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
7月14日（火）  小峰保育園（午前10時～）          清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）   大川保育園（午後1時30分～）　 市野原（午後2時～）
7月15日（水） 山都消防署（午前10時～）　原尻公民館（午前10時30分～）   井無田診療所横（午前11時～）  
　　　　　　 支援ハウス（午後1時～）     緑川簡易郵便局（午後2時～）      清和児童育成クラブ（午後3時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
7月22日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
7月23日（木）  稲生野（午前9時45分～）　      山風華（午前10時20分～）　
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）　菅（午後2時30分～）
7月24日（金）  風ノ木（午前10時～） 　　 浜美荘（午前10時35分～）　    千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　　   彩雲苑・すみれ（午後2時～）

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

　4月25日図書館ホールにて、図書館ボランティアピエロの会による、ミニミニお話し
会が開かれました。手遊びや手品、絵本の読み語りなどがあり、みんなで盛り上がりま
した。また、コマを作る工作もありみんな楽しく過ごしてくれたようです。

★平成27年7月のわくわく号運行予定★

日時：7月12日（日）午前10時30分～午前11時まで　
場所：山都町立図書館本館

絵本の読み語りや、手遊び、エプロンシアターなど
楽しいお話し会が開かれます。
楽しいお話を聞きに来てくださいね♪

      5月2日蘇陽分館での
   「かんたんしおりを作ろう！」に
参加して下さったみなさん、ご参加
ありがとうございました。今後のワーク
ショップ開催時は広報にてお知らせ
     しますのでお楽しみに。

今月のおすすめの本

「ぐりとぐら」「いやいやえん」など、世代を超えて愛さ
れるお話しでおなじみの中川さんは、長年保育園に勤務
されていました。その中川さんから、子育てに関わるみ
なさんへの心がほっとするメッセージが満載です。

農家の嫁も、娘も、新規就農女子も、みんな農業をがん
ばってます！さまざまなアプローチで農業に切り込む彼女
たちに企業も注目！読めば彼女たちからがんばるエネル
ギーをもらえるかも。もちろん農業にかかわるすべての
方へおすすめの一冊です。

子どもはみんな問題児。

中川 李枝子 著 
新潮社　NDC599

農業女子
女性×農業の新しいフィールド

伊藤 淳子 著
洋泉社　NDC611

こども読書週間にあわせて
ミニミニおたのしみ会が開かれました
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＜基本的なこと＞
◎ごみは必ず分別をしてルールを守り指定のゴミ袋を使用してください。
○ごみ収集カレンダーに記載されているとおり決められた収集日に決められた場所に出してください。
○時間は朝８時までに出してください。
○ゴミ袋は名前を書いてください。 
○分別が出来ていない物や指定のゴミ袋以外は収集をしません。
※ただし、燃えるごみとペットボトルのみ、現在は透明のビニール袋でも収集いたします。
◎「不法投棄」「ごみの持ち去り」「家庭でのごみの焼却」は法律で禁止されています。 

＜収集しないもの＞ 
◎下記のものを収集しておりません。
○家電リサイクル対象品(テレビ、エアコン、洗濯機、乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫) 
○長さが２メートル以上の物、幅が9０センチメートル以上の物
○産業廃棄物
○事業系一般廃棄物（会社、商店などの事業活動から出るごみ）　
○その他で代表的な物
　スプリング入りのソファーやベッド類、肥料袋、容器の中身が入ったままの物（粉・液体・つぶ）、塗料、農薬、農薬ビン、
　農業用ビニール、農機具、パソコン、バッテリー、廃油、タイヤ、建材類、樹脂製波板、スレート、石綿、鉄骨、便利瓦、
　ボード板、石工板、バイク・車の部品、消火器、鉄の塊、火薬類、水銀、油類、直径が4.5センチメートル以上の生木など

　　※収集できない物は販売店に相談をするか、町が行う大型ごみ収集をご利用ください。
　　※このごみの分別表は代表的な物を記載しておりますので、ご不明な物はお問い合わせください。

＜ごみを直接「小峰クリーンセンター」までの持ち込みをする場合＞
◎ごみは持ち込む前に必ずお電話等でご連絡をお願いします。 
○ごみの種類と大きさと数量を具体的にお知らせください。

　　　※ごみの大量な持ち込みはお断りいたします。
○ごみは指定のゴミ袋を使用して、必ず分別を済ませてからお持ち込みください。

　　　※泥等で汚れている物や湿っている物は処理ができませんので、持ち帰りの場合があります。
　　　　例）汚れているカン・ビン・ペットボトルや湿ったタタミなど 
○衣類の持ち込みが出来ます。

　　　※現在リサイクルを目的とし不要になった衣類(古着)の持ち込みを受け付けております。お手数ですが透明の袋に入れてお持ち込みください。 
　　　※小峰クリーンセンターまで持ち込まれた衣類のみが、リサイクルをされる衣類となります。
　　　※持ち込み以外は燃えるごみの扱いとしますので燃えるごみの日に出してください。

◎連絡先
○場　　所　小峰クリーンセンター（山都町小峰１９０６番地）
○電話番号　８２－３２９７
○受付時間　９時～１２時・１３時～１６時　　※平日のみ（土日祝祭日は受け付けておりません）

【問い合わせ先】

ごみの分別表

保存版 めざせ！ 分別ナンバーワン

山都町役場
小峰クリーンセンター　　☎８２－３２９７
環境水道課　　　　　　　☎７２－４００２

燃えるごみの日 缶・ペットの日
燃えるごみ（可燃物）

生ごみ、紙おむつ、発泡スチロール、
使い捨てカイロ
紙くず類、プラスチック類、ビニール類、
ゴム類、革類
ＣＤ、ＤＶＤなど

★ごみは分別などが不十分だと、リサイクルできない物が増えてしまう
　だけではなく、現場での積み下ろしや仕分け作業では危険な手作業
　が増える恐れがあります。
★今後も燃えるごみと粗大ごみなどが混じっている物や穴が開いていな
　いスプレー缶や割れたガラスなどを、そのままゴミ袋に入れて出さな
　いようにお願いします。
★ごみの分別は年々多様化しております。ごみの分別内容に変更が生
　じる場合には広報をいたします。

○生ごみは水を切ってください
○食用油 (固めるか、ボロ布などにしみこませる)
○紙おむつは汚物を取り除いてください　
○金属類は燃えるごみに混ぜないでください

※汚れ・カビなどがある衣類や古紙類は燃えるごみに
　出して、ランチジャーなど中身が金属製の物は、金属
　類用のゴミ袋に入れて粗大ごみに出してください
※白色トレイなどは集団回収等へご協力ください

○中身をカラにして、容器を洗ってください
○アルミとスチールに分けてください
○スプレー缶は使い切って必ず穴をあけてください

※フライパンや鍋類は、厚みや強度が異なる
　ため、空き缶ではないので金属類用のゴミ
　袋に入れて粗大ごみの日に出してください

○透明なビニール袋に
　入れて青カゴに出し
　てください

※デジタルカメラなど
　の充電式電池は金属
　類用のゴミ袋に入れ
　て粗大ごみの日に出
　してください

○割らずに出して
　ください

○キャップと容器表面のラベル(ビニール)
　をはずして、中身をカラにして、容器を
　洗ってください
※工作などでカットしたりペイントまたは
　輪ゴム、テープなどが付着したペット
　ボトルは燃えるごみに出してください
※シャンプーなどのプラスチックの容器
　は燃えるごみで出してください
※はずしたキャップをごみ収集所に出す
　場合には燃えるごみで出してください

空き缶 (リサイクルできます)

ビール缶、ジュース缶など ジュース缶、缶詰缶、
お菓子缶、スプレー缶など

ジュース・お茶(飲料用)などの容器

ペットボトル
 (リサイクルできます)アルミ缶   　　スチール缶

粗大ごみの日 電池・蛍光管の日
粗大ごみ 不燃ごみ

家電製品
炊飯器、そうじ機、電気カミソリ、
ドライヤー、扇風機、ストーブなど
※家電リサイクル法の対象品など
　は収集しません。
家具類等
こたつ、椅子、机、本棚、布団、
カーペットなど
※長さが２m未満
※幅が 90cm未満
※生木は直径が４.５cm未満に
　して出してください

○ゴミ袋に入りきれない粗大ごみは、紙に名前を書いて粗大ごみに貼って出してください
○電池は家電製品・おもちゃなどから必ず取り除いて出してください
○電源コードは家電製品から切り離して、金属類用のゴミ袋に入れて出してください　
○布団類はヒモで十字にしっかりしばって、紙に名前を書いてごみに貼って出してください
○石油ストーブの燃料は必ずカラにして出してください
※割れたガラス・陶器類や刃物類などは、そのままゴミ袋に入れると破れる恐れがあり大変危険
　な状態となりますので、不燃物ゴミ袋に入れる前に必ず新聞紙などに包み、ごみの内容を記入
　してから出してください
※使い捨てライター (チャッカマンなど)は、他の不燃ごみとは混ぜずに透明のビニール袋に入れ
　て出してください

フライパン・鍋・やかん、
縫い針、刃物(包丁など)、
画鋲などの金属製品

茶碗、陶器、灰皿、花びん
コップ、ガラス、鏡など

蛍光管・電球
 (リサイクルできます)

電 池
 (リサイクルできます)

筒型乾電池
ボタン型電池

直管・丸管蛍光管
電球

ビンの日 古紙の日
ビ ン 類 (リサイクルできます)

○キャップをはずして中身をカラにして、容器を洗ってください
○３種類の色別に分けてください

※はずしたキャップに金属類が含まれている物は、金属類用
　のゴミ袋入れて粗大ごみの日に出してください

○新聞（チラシ）、雑誌類、段ボール、紙パックの４種類に分別してください
○ヒモで十字にしっかりしばってから、紙に名前を書いて古紙に貼って出してください
○必ずビニール及び金属は取り除いてください
○段ボールは１辺が１ｍ以内になるように切って出してください
○紙パックは開いて、洗って、乾かしてください
※特殊な紙 (飼料袋など )、内側にビニールや銀紙 (アルミなど )がコーティングして
　あるもの、防水加工紙、写真などはリサイクルできないため取り除いて燃えるごみ
　に出してください

古 紙 (リサイクルできます)

新聞
折込みチラシ

雑誌、本、ノート、
封筒、カタログ、
お菓子箱など

段ボール 牛乳パック
紙製パック

新聞・チラシ　　 雑誌類　       段ボール　　　紙パック無色ビン       茶色ビン      その他ビン

ご家庭で見えやすい場所に掲示し、次回配布時まで使用してください。

金属類 　　　 ガラス･陶器類

調味料ビン、
酒類ビン、化粧ビン、
ドレッシングビンなど

酒類ビン、化粧ビン、
ドリンクビンなど

無色ビンと茶色ビン
以外のビン
例）青ビン･緑ビンなど
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ウエス（古着）として搬入できるもの
【資源として再利用できるもの】
〈直接小峰クリーンセンターに搬入してください〉

搬入できないもの【資源として再利用できないもの】
作業服・制服・布団・ジュータン・ぬいぐるみ

油汚れしているもの
カビ・水濡れしているもの
汚れ・破れ・傷みのひどいもの

その他、資源として再利用できないもの

ウエス【古着】の回収について注意していただくこと
●古着のリサイクル品は、個人または共同で小峰クリーンセンターへ持ち
　込んでください。
●持ち込まれる時は必ず小峰クリーンセンターに電話をし、日程を調整して
　ください。  （土・日・祭日・年末年始・水曜日を除く）
●持ち込めるものと、持ち込めないものがありますので、必ず確認し透明の
　袋に入れて出してください。

問合せ先  ●小峰クリーンセンター（☎82-3297）   ●山都町役場環境水道課（☎72-4002）　

ブラウス
パンツ・コート
スーツ
スカート
ジャケット
ニット・セーター・トップス
ブルゾン・ワンピース・シャツ
Tシャツ・パーカー・下着など

毛布・カーテン
タオルケット
など

ジーンズ
ジージャン
つなぎ
オーバーオール
       など

トレーナー ・シャツ ・スカート
ズボン・ジャンパー・ブレザー
パジャマ ・ オーバーオール
ベスト・下着・肌着 など

紳士服紳士服

ジーンズジーンズ

スーツ・ジャケット・トレーナー
コート ・ジャンパー ・ジャージ

カジュアルパンツ
 ネクタイ・シャツ
 Tシャツ・Yシャツ
　 ニット・下着
　　　　　など

婦人服婦人服

ベビー・子供服ベビー・子供服

大物大物
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保健センターだより 今年も山都町の８０２０（80歳以上で２０本以上の自分の歯を保っている）達成者を1月～２月にかけて調べ
てみました。主に昭和8年～9年生まれの方々に歯の保有状況をお尋ねし、該当する可能性のある方には
歯科医院で歯科健診を受けていただきました。
 その結果、今回44名の方が新たに８０２０に該当することがわかりました。そのうち38名の方を２回にわけ
て広報に掲載しご紹介したいと思います。まだお近くに８０２０該当の方がおられましたらご連絡ください。
（連絡先：健康福祉課健康づくり係　℡７２－１２95）

8020 達成者紹介
～ 2回にわけて広報でご紹介します～

①緑川　高橋 喜代子さん（８１歳）
【歯が残せた理由】
・親に似て歯が丈夫だと思う
 母親も８０２０で１０１歳まで生きられた。　　
・歯は朝起きてすぐに磨き、それ以外は
 磨いていない。

２４本

④米生　大塚 則行さん（８３歳）
【歯が残せた理由】
・血統だろう。父親の歯も丈夫だった。
 歯磨きは２日に１回甘いもの、チョコレート
 などを食べていない。

23本

⑦小中竹　佐藤 満さん（８８歳）
【歯が残せた理由】
・子どもの頃に甘いものを口にしたことが
 無かった。饅頭さえも食べなかった。
・味噌汁のだしがイリコで、小魚を意識し
 て食べた。

20本

②尾野尻　佐藤 アツ子さん（８１歳）
【歯が残せた理由】
・若いときに甘いものを食べさせられて
 いない。おやつはカライモや芋だった。
・１日２～３回磨く。歯磨き粉よりも、塩で
 磨く方が多い。

21本

⑤郷野原　大濱 ヒトエさん（８６歳）
【歯が残せた理由】
・親ゆずりだろう。父親も歯が強かった。
 父親も歯磨きしていた。
 わらに灰をつけて歯磨きをしていたの
 を覚えている。

２４本

⑧川口　石原 義光さん（８３歳）
【歯が残せた理由】
・もともと良いからだと思う。母親も歯が
 強かったようだ。
・間食は昔も今もしない。

28本

③仮屋　増田 美代子さん（８１歳）
【歯が残せた理由】
・三食米を食べるから、子どもの頃は甘い
 ものは無かった。
・パンじゃだめだと思うので、子どもにも
 お菓子（パン）を食べさせないでお米を
 食べさせてほしい。

26本

⑥郷野原　大濱 光昭さん（８６歳）
【歯が残せた理由】
・朝御飯前に歯磨きをしている。
 おやつなんて、めったになかった。
 ニッケ玉ぐらいだっただろう。
・ひ孫の寝る前の仕上げ磨きをしている。
 歯磨きをすることが大事だと思う。

29本

⑨鶴ケ田　日高ユミ子さん（８４歳）
【歯が残せた理由】
・もともと歯が丈夫なんだと思う。
 歯磨きは２日に1回しかしない。
 野菜も食べるが、甘いものも食べる。

21本

⑩城平　田中 幸雄さん（８１歳）
【歯が残せた理由】
・親からの遺伝だろう。父親も1本治療した
 のみで、91歳まで長生きした。息子や孫も
 むし歯はあまり無い。
・自分も歯の治療はしたことがなく、歯石を
 とりに歯医者に行っただけである。

32本

⑬金内　和田 亘之さん（８１歳）
【歯が残せた理由】
・堅いものが好きで食べていた。
 干し大根のかめ漬けなどが好きで食べ
 ている。
・４０年以上玄米ご飯を食べている。

21本

⑯田小野　国武 栄子さん（８３歳）
【歯が残せた理由】
・歯磨きは子どもの頃からやっていた。
 今は朝と夜に磨いている。
・イリコやいわしなどの魚類をよく食べて
 いた。

25本

⑪菅　松田 ツムさん（８１歳）
【歯が残せた理由】
・子どもの頃から歯磨きはしていた。
 小魚類を母親からよく食べさせてくれた。
・子どもの頃は福岡に住んでいたので大豆
 ごはんを食べていた。

20本

⑭金内　和田 ユイ子さん（８０歳）
【歯が残せた理由】
・忙しくてあまり歯に気をつけてはいな
 かったが、兄弟もみんな歯が丈夫です。　　
・昔は歯ブラシがなかったので植物の茎
 でみんな歯を磨いていました。
・むし歯になったらすぐに治療をしました。

22本

⑰浜町　北田 健子さん（９０歳）
【歯が残せた理由】
・遺伝かな。子どもや兄弟も歯が強い。
 食後は必ず歯磨きをする。
・おやつなどは特になかった。空腹時は
 おにぎり　手作り饅頭を食べていた。

22本

⑫千滝　今村 芳子さん（８８歳）
【歯が残せた理由】
・１日4回　起床時、毎食後必ず歯を磨きます。　　
 外食の時も携帯歯ブラシを持って行きます。
・少し痛みがあったり何か症状がある時はす
 ぐに歯科受診してきた。

25本

⑮下馬尾　井手 止子さん（８９歳）
【歯が残せた理由】
・昔から歯医者に行くことはほとんど無
 かった。
・食事はバランスよくとる。牛乳は毎日
 ２００CCのむ。麦ご飯１１０ｇを毎日計って
 食べている。

22本

⑱田小野　西田　豊さん（８３歳）
【歯が残せた理由】
・イリコなどをよく食べていた。
・歯磨きは朝、昼、晩　3回磨く。歯磨き粉
 をつけないで歯を磨くこともある
・特別に意識しなくていい位、歯は丈夫！

24本
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　平成27年度の労働保険年度更新手続は６月１日から７月10日まで
です。
　今年度の労働保険（労災保険・雇用保険の総称）の申告・納付の期
間は６月１日から７月10日までとなっており、労働保険料は熊本労
働局総務部労働保険徴収室又は県内最寄りの労働基準監督署、若し
くは日本銀行歳入代理店の金融機関又は郵便局（ただし、口座振替の
ご利用者を除く。）で申告・納付してください。
　また、６月29日から７月９日にかけて県内各地で開催する集合受
付会場においても申告することができます（納付は申告後、日本銀行
歳入代理店の金融機関又は郵便局で行っていただきます。）。集合受
付会場の日程等は事業主の皆様に送付する申告書に同封の「熊本労働
局からのお知らせ」で御確認ください。
　なお、労働保険料を申告される際には、「労働保険概算・確定保険
料申告書」に必要事項を記入の上御持参ください。
　年度更新手続を怠りますと、「国」が職権で申告納付すべき正しい
労働保険料の額を決定した上で追徴金を徴収することがありますの
で、必ず期限内に申告・納付されますようお願いします。
　労働保険は、農林水産業の一部を除いて、一人でも労働者を雇用
している場合（パートやアルバイトの方を含む。）は、必ず加入しな
ければならない制度です。労働者を雇用している事業主の皆様で、
まだ労働保険の加入手続を済まされていない場合は、最寄りの労働
基準監督署又はハローワーク（公共職業安定所）に御相談の上、速や
かに加入されますようお願いいたします。 

労働保険年度更新のお知らせ

「年度更新申告書」の記載方法についてのお問い合わせは、
　コールセンター　　　電話　０１２０－９４９－７３２

その他「年度更新」については、
　熊本労働局総務部　労働保険徴収室　　電話　０９６－２１１－１７０２

又は最寄りの労働基準監督署までお願いします。

犬を飼っている皆さまへ
　最近、犬の飼い方に関する苦情が多く寄せられています。   
　飼い犬が他の人に危害を加えたり、損害を与えたりすると、
飼い主が罪に問われる場合があります。「うちの犬は大丈夫」

と油断することなく、日ごろから飼い犬の
適正な飼育を心がけてください。

平成27年度身体障がい者（児）巡回相談について
身体障がい者（児）を対象に、下記の日程で巡回相談が行われます。

記
日　　　　時：平成 27年８月 19日（水）
受　　　　付：午後１時から午後２時まで
場　　　　所：山都町清和保健センター
実 施 機 関：熊本県福祉総合相談所
協力医療機関：高田整形外科クリニック
相 談 内 容：補装具に関する相談及び判定
　　　　　　　（肢体不自由関係）
　　　　　　　障がい福祉サービス利用に関
　　　　　　　する相談

　相談をご希望の方は、事前に予約が必要となり
ますので、平成27年８月14日（金）までに山都町
役場健康福祉課もしくは各総合支所健康福祉課
までお申し込みください。（電話での申し込みも
可能です。）

　【本庁健康福祉課】☎７２－１２２９
　【清和総合支所健康福祉課】☎８２－２１１１
　【蘇陽総合支所健康福祉課】☎８３－１１１１

家庭では
犬の放し飼いは禁止されています。
家の敷地内であっても、来訪者に飛びか
かったりすると危険ですので、リード等
でつないでおくか柵で囲うようにしてく
ださい。また、飼い犬が無駄に吠えると
近所迷惑になりますので、適切な「しつけ」

も行ってください。

飼い犬の登録を
犬を飼う場合は、町への登録が必要です。
新しく犬を飼う場合や、転入・転出があっ
た場合も登録が必要になります。また、犬
が死亡した場合や、飼い主が変わった場合

も必ず届出を行ってください。

散歩のときは
犬の動きが制御できるように、必
ずリード等でつないで散歩させて
ください。散歩中に犬を放すと、
道路に飛び出したり他の人や犬に
飛びかかったりして、大変危険で
す。また、犬のフンを放置すると、
不衛生なだけでなく近所迷惑にな
りますので、持ち帰って処分する

ようにしてください。

犬がいなくなったら
飼い犬がいなくなった場合は、役場
や保健所で保護している場合があり
ますので、すぐに役場へ連絡をして

ください。

狂犬病予防注射
５月に狂犬病予防集合注射を実施し
ましたが、注射を受け忘れた方は、
10月にも実施しますので忘れずに受

けさせてください。
お問い合わせ

環境水道課　電話：７２－４００２
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1歳 1歳

すくすく育て
平成２７年４月１７日（千寿苑）

平成２７年４月２４日（蘇陽総合支所）

す
く
す
く
育
て
平
成
２７
年
４
月
１７
日（
千
寿
苑
）

平
成
２７
年
４
月
２４
日（
蘇
陽
総
合
支
所
）

４か月 ４か月

４か月 ４か月 ４か月

1歳

４か月 ４か月 ４か月

４か月

7か月 7か月 7か月 7か月

7か月 7か月 7か月 7か月

1歳 1歳

1歳 1歳 1歳

1歳 1歳 1歳

４月より保健センター事務室（千寿苑内）のお部屋に移転しました。いつでも、
どなたでも自由に利用できる“ ほっとスペース“ には絵本やおもちゃを揃え
ています。もちろんお一人でお話しに来られてもＯＫですよ。子育てに関す
る相談も受付けます。お気軽に遊びに来て下さいね。

子育て支援センターより

山都町社会福祉協議会
（山都町地域子育て支援拠点事業）

山都町地域子育て支援センター
月曜日～金曜日

（祝日が入る週は原則土曜日開所）

９時～１６時（電話相談は１７時まで受付）
熊本県上益城郡山都町千滝２３２

TEL＆FAX ０９６７－７２－１９２８
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広
報
や
ま
と
５
月
号
を
発
行
し
て
早

く
も
１
ヶ
月
が
経
ち
、
２
回
目
の
発
行

を
迎
え
ま
し
た
。
月
日
が
経
つ
の
が
す

ご
く
早
く
感
じ
ま
す
。
今
月
は
中
学
校

の
体
育
大
会
が
あ
り
、
３
校
を
回
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
滞
在
時
間
は
と
て

も
短
い
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
育
大
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
あ

り
、
少
し
昔
の
自
分
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
体
育
大
会
は
笑
顔
、
喜
び
、
涙
あ

り
で
、
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
感
動

と
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
少
し
だ
け
若

返
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
７
月
号

も
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
！
（
椎
木
）

八
田
豊
久
さ
ん
（
入
佐
）
作

　

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
身
近
な
相

談
相
手
と
な
る「
人
権
擁
護
委
員
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
人
権
擁
護
委
員
と
は
】

　

地
域
の
住
民
で
人
格
識
見
が
高
く
、
広

く
社
会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ

い
て
理
解
の
あ
る
人
を
町
が
推
薦
し
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。

【
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
】

１
、
常
設
ま
た
は
特
設
相
談
所
等
で
、
面

談
ま
た
は
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
に
応

じ
ま
す
。

２
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
を
高

め
る
た
め
様
々
な
人
権
啓
発
活
動
を
行

い
ま
す
。

３
、「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い
う
申
告

が
あ
っ
た
場
合
、
法
務
局
の
職
員
と
協

力
し
て
、
事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
り

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
人
権

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す

山都町人権擁護委員の活動
　

無
料
の
人
権
相
談
所
を
各
地
区
（
町
内
３
ヶ
所
）
で
開
設

し
、
人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
を
お
持
ち
の
方
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
例
年
、
６
月
と
12
月
に
１
日
ず
つ
相
談
日
を
設
け
て

お
り
、
今
年
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
あ
る
６
月
１
日
に

相
談
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
次
は
12
月
に
各
地
区
で
相
談
所
を

開
設
予
定
で
、
日
程
は
広
報
、
お
し
ら
せ
版
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（※

会
場　

矢
部
地
区
：
中
央
公
民
館
、
清
和
地
区
：
清
和
総

合
支
所
、
蘇
陽
地
区
：
蘇
陽
総
合
支
所
）

　

ま
た
、
12
月
の
町
の
人
権
旬
間
に
合
わ
せ
て
人
権
パ
レ
ー
ド

を
行
う
等
、
人
権
啓
発
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
主
催
す
る
「
上
益
城
人
権

フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
上
益
城
郡
内
の
中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文

発
表
会
や
、
人
権
に
関
す
る
願
い
事
を
紙
に
書
き
、
ツ
リ
ー
に

か
ざ
る
「
人
権
ツ
リ
ー
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
子

ど
も
も
楽
し
め
る
よ
う
な
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

交
通
事
故　

一
瞬
の
油
断　

一
生
の
後
悔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
上
三
奈
（
矢
部
高
校
２
年
）

渡
る
な
ら　

ち
ょ
っ
と
先
の　

横
断
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方
恵
美
子
（
一
般
）

渡
辺    

辰
男

平
川       

竜

佐
藤       

学

大
西 

久
美
子

長
谷
野 

澄
博

髙
田    

眞
司

天
崎    

信
恵

橋
本    

恵
子

草
樹       

萌

田
代     

エ
ミ

今
村    

芳
子

木
下  

ス
エ
オ

菊
池    

成
河

西
田  

え
い
子

中
村    

暢
子

交
通
標
語

交
通
標
語

※（　）は前月比
※最高齢は１０６歳〔女性１人〕
※平成２７年５月の出生者数 ５人 
※平成２７年５月の死亡者数 30人

山都町の人口
〔平成２７年５月３１日現在〕

男

女

計

世帯

７，８７４人（－２１）

８，４６３人（－１８）

１６，３３７人（－３９）

６，６５９戸（－　６）

編 集 後 記

１２3

山都町観光案内所

☎72-1054

ギャラリー喫茶
ルポン

期間：平成２７年6月１日（月）～
　　　　　　　6月３０日（火）
　　　　　　　　　午前中まで

『三人展』 出展者：星田那智子さん、
　　　 吉村美弥子さん
　　　 星田　岳資さん

水曜日定休日

田那智子（美里町）、吉村美弥子（美里町）、星田岳
資（熊本市）による油彩、水彩、約20点。

片山　節子さん
【矢部地区】

赤星　光洋さん
【矢部地区】

渡邊　加代子さん
【矢部地区】

山村　泰之さん
【清和地区】

上村　正則さん
【清和地区】

人権擁護委員の活動の様子

菅原　健二さん
【蘇陽地区】

工藤　佐保子さん
【蘇陽地区】
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水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

日

月
火

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

土

日
月

（
当
番
医
）

（
お
知
ら
せ
）

（
イ
ベ
ン
ト
）

（
発
行
日
）

平成27年　6・7月

瀬戸病院／☎75-0111

矢部広域病院／☎72-1121

そよう病院／☎83-1122

乳幼児健診（３歳児）／千寿苑

関西山都会／大阪府

法律相談日／千寿苑

山都町青少年健全育成合併10周年記念大会・
山都町人権を考える町民の集い／中央体育館

「通潤橋保存活用計画」策定報告会／千寿苑

山都町プレミアム付き商品券販売開始／商工会・JA

乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／蘇陽総合支所

法律相談日／蘇陽総合支所

登記相談日／本庁　会議室２－３

乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑

へき地保育所合同運動会／中央体育館

子ども自転車大会／矢部小

集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）
１期口座振替日

集合税（町県民税・固定資産税・国民健康保険税）
１期納期限

郡中学校総合体育大会／各会場

郡中学校総合体育大会／各会場

広報やまと　発行日

お知らせ版　発行日

ハイカラ市／浜町
絵本カーニバル 2015in 山都町／清和文楽邑

絵本カーニバル 2015in 山都町／清和文楽邑

絵本カーニバル 2015in 山都町／清和文楽邑

私の一枚
「私の一枚」作品募集

応募方法

タイトル：幼なじみ
撮 影 者：赤星 喜十郎
撮影場所：浜町

【コメント】
　小雨のある日、小径に
咲くツツジに出会いまし
た。見慣れた風景です
が、少し視点を移すとレ
ンズに映える被写体は、
大きな驚きと優しい微
笑みを与えてくれます。  
　自然に教わる美の偉
大さに感謝の念は永遠
です。
　今、地域づくりが叫ば
れていますが、「本来、地
域とは？」とこの幼なじ
みも何かを語っているよ
うに思えます。

山都町浜町 187「フォトサークル山都運
営局」への「写真の持ち込み」
「山都町内の写真」に「限定」致します。
（内容は何でも結構です）
タイトル、撮影者、撮影場所、コメント
を作成していただきます。
掲載する写真はサークル内での厳選な
審査で決めた写真になります。
なお発表は掲載をもってかえさせていた
だきます。

　〒861-3518
　熊本県上益城郡山都町浜町 187　　
　TEL：0967-72-3455
　フォトサークル山都事務局
　（パソコンショップあひる倶楽部）


